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と 3 次元 DLT 法を採用して，科学的研究による
動作分析データをコーチング実践に還元するとい
う前提を含んでいる．阿江（1997）は「動作分析デー
タは運動の実態は明らかにするが，現場に役立た
ないと言われることが多かった．しかし勘どころ
を押さえた分析を行い，運動者の状況と関連づけ
てデータを解釈することができるようになり，以
前に比べると動作分析データがかなり活用される
ようになった」と述べている．本研究では，コー
チングの実践現場において指導の観点となる動き
を定量化することにより，指導者および選手がそ
の動きをイメージできる科学データとして提供し
た．これまで数多くの動作分析による学術研究が
報告されているが， 現場に役立つ実戦研究は少な
く，学術的価値は高いと考えられる．また，マル
チサポート事業（文部科学省）に貢献することが
可能な実戦研究の 1 つであり，コーチング現場に
おいて，今後ますます研究要請が高まる科学研究
の 1 つとして期待される点で，社会的意義もある．
以上のようなことから，本研究はこれまでの研
究と一線を画する結果となっており，得られた知
見はこれまでの先行研究や指導書では明確にされ
ていなかった一流選手の守備戦術・技術について，
実践現場のコーチングを想定し分析したことは，
今後の一流選手の守備技術の指導，改善に役立つ
ものになると考えられる．
